
会　　　　告
開　　催　　日 　催　物　ご　案　内　　（　）：開催地 参　加　費

（テキスト代）
申 込 締 切
期 日 等 掲　載　号

6月14日（土） 令和 7年度仙台地区春の講演会（仙台・WEB） 無料 ― 第 83巻 5号

 19～20日（木～金） 創薬懇話会 2025 in 大津（大津） ― 5月 25 日 
100 名 第 83 巻 5 号

 20日（金） 第 32 回光学活性化合物シンポジウム（東京） 無料 ― 本　号

 20～21日（金～土） セミナー“化学千一夜”「あすの化学への夢を語ろう」（摂津） ― 5月 19 日 
40 名 第 83 巻 5 号

 21日（土） 有機合成化学協会関東支部ミニシンポジウム多摩 2025（東京） 無料 6月 13日 本　号

 21日（土） 2025 年度第 1回（第 37 回）プロセス化学会東四国地区フォー
ラムセミナー（徳島） 無料 ― 本　号

 26～27日（木～金） 第 126回有機合成シンポジウム（京都） ― ― 第 83巻 3号

 30日（月） 近畿化学協会有機金属部会 2025 年度第 2回例会（東京） 無料 6月 16 日 第 83 巻 5 号

7月 2 ～ 4 日（水～金） 第 57 回有機金属若手の会　夏の学校（蒲郡） ― ― 第 83 巻 4 号

 4日（金） 令和 7年度有機合成セミナー（名古屋） 無料 ― 第 83巻 5号

 5 日（土） 第 37 回万有札幌シンポジウム（札幌） ― 6月 30 日 第 83 巻 5 号

 5 日（土） 第 62 回化学関連支部合同九州大会（北九州） ― ― 第 83 巻 3 号

 8 日（火） 2025 年度「ぶんせき講習会」（基礎編その 2）（京都） ― 6月 18 日 
20 名 第 83 巻 5 号

 13～15日（日～火） 第 58 回天然物化学談話会（習志野） ― 5月 13 日 
200 名 第 83 巻 4 号

 15～16日（火～水） 第 14 回 JACI／GSC シンポジウム（東京・WEB） ― 7 月 4 日 第 83 巻 5 号

 24日（木） 第 1回フッ素化学講習会「フッ素化学の基礎と応用」（京都・
WEB） ― 7 月 18 日 

100 名 本　号

 24～25日（木～金） 日本プロセス化学会 2025 サマーシンポジウム（東京） ― ― 第 83 巻 4 号

8月29日（金） 第 28 回ヨウ素学会シンポジウム（千葉） ― ― 第 83 巻 4 号

 31日（日） 野崎一先生を偲ぶ講演会（京都） 無料 ― 第 83 巻 5 号

9月 1 ～ 5 日（月～金） 第 22 回有機合成指向有機金属化学国際会議（OMCOS─22）
（京都） ― ― 第 83 巻 5 号

 17～19日（水～金） 第 71 回有機金属化学討論会（岡山） ― ― 第 83 巻 5 号

 24～26日（水～金） 第 59 回有機反応若手の会（習志野） ― ― 本　号

 24～26日（水～金） 第 41回有機合成化学セミナー（郡山） ― ― 本　号

 29～30日（月～火） 第 16 回大津会議Otsu Conference 2025（大津） ― ― 第 83 巻 5 号

11月 1 ～ 4 日（土～火） 第 69 回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会
（TEAC2025）（徳島） ― ― 本　号

 6～ 7日（木～金） 第 127回有機合成シンポジウム（東京） ― ― 本　号

本誌会告への掲載について　本誌会告欄では，本会の本部・支部が主催または共催する催しものについては必要
な範囲で全文を掲載いたします。他学協会等の主催するもので，本会が協賛の催しも

のは一部の内容のみの掲載とさせていただいております。協会HPにも掲載しております。原稿締切は掲載号の前々月 25 日
（8月号は 6月 25 日）厳守です。なお，開催の可否等，詳細は主催団体のHPをご覧下さい。

［ゴシック体は本会主催］
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第 32回光学活性化合物シンポジウム
主催　光学活性化合物研究会
協賛　有機合成化学協会ほか

日　　時：6 月 20 日（金）13：00～17：00
会　　場：東京大学大学院薬学系研究科総合研究棟 2階講堂
（東京都文京区本郷 7─3─1）
プログラム：
・Yamada─Koga Prize 授賞式
・Harnessing Catalytic Radical Migration or Selective Carbo-
hydrate Editing and Beyond（Purdue University）Ming─Yu 
Ngai
・Creation of Novel Nanocarbons Enabled by Rational Design 
for Modification of Arenes（Nagoya University）Akiko Yagi
・Interfacing Mirror Image Oligonucleotides with Proteins:　
The Development of Chimeric D／L─DNA─Based Probes 
for DNA Repair（Texas A&M University）Jonathan T. 
Sczepanski
・（Yamada─Koga Prize 2025　受賞講演）Hydrogen Transfer 
for Catalytic C─C Coupling beyond Premetalated Reagents
（The University of Texas at Austin）Michael J. Krische
参 加 費：無料
情報交換会：講演会終了後（会費 一般 5,000 円，ポスドク・学
生 1,000 円）
連 絡 先：113─0033 東京都文京区本郷 7─3─1 東京大学大学院
薬学系研究科有機合成化学教室　金井求（TEL 03─5841─
4830，e─mail:　kanai@mol.f.u-tokyo.ac.jp）

有機合成化学協会関東支部 
ミニシンポジウム多摩 2025

主催　有機合成化学協会関東支部
日　　時：6 月 21 日（土）12：55～17：15
会　　場：明治薬科大学 総合教育研究棟（フロネシス）2 階
8211 号室（204─0004 東京都清瀬市野塩 2─522─1，https://
www.my-pharm.ac.jp/koho/access/index.html）
プログラム：
講演（1）「スルフィド触媒を基盤とする光レドックス反応の開
発：触媒的間接還元消光法と触媒的 EDAプラットフォー
ム」（明治薬科大学・講師）田湯正法
講演（2）「論理的な分子設計に基づく超分子ゲルの開発」（明治薬
科大学・講師）木村真也
講演（3）「特殊ヘテロ環の化学」（慶應義塾大学薬学部・教授）熊
谷直哉
講演（4）「植物由来多環性アルカロイドの全合成と天然物ライブ
ラリーを利用する新規有機触媒モダリティの開拓」（千葉大学
大学院薬学研究院・教授）石川勇人
講演（5）「新規エナンチオ選択的スキップジエン合成法の開発と
連続不斉環状化合物への展開」（東京農工大学大学院工学研究
院・教授）平野雅文
参 加 費：無料（会員・会員外問わず）
情報交換会：明治薬科大学総合教育研究棟（フロネシス）2階ラ
ウンジ（会費：一般 4,000 円，学生 2,000 円）
参加申込方法：HP（https://forms.gle/hB1ARe4s9HC5D7Ly6）
よりお申し込みください。

申込締切日：6 月 13 日（金）
連 絡 先：204─8588 東京都清瀬市野塩 2─522─1　明治薬科大
学　齋藤望（e─mail:　nozomi-s@my-pharm.ac.jp）

2025年度第 1回（第 37回） 
プロセス化学会東四国地区フォーラムセミナー

主催　日本プロセス化学会 東四国支部
後援　有機合成化学協会

日　　時：6 月 21 日（土）14：00～16：30
会　　場：徳島大学長井記念ホール（蔵本キャンパス）
講　　演
1．化学を基盤とするmRNA医薬製造技術の開発（名古屋大学
教授）阿部洋
2．mRNA医薬・ワクチン開発の現状と展望　～CDMOの立
場から～（（株）ARCALIS ジェネラルマネージャー）中島和幸
参 加 費：無料
情報交換会：16：30～18：00．一般 1000 円，学生 500 円。
ポスター発表：講演会の後，15 件程度のポスター発表を受け
付けます。発表をご希望される方は 6月 12 日（木）までにお
申し込みください。
参加申込方法：当日受付
申込先&問合先：770─8514 徳島文理大学薬学部　加来裕人
（TEL 088─602─8452，FAX 088─655─3051，e─mail:　kaku@
ph.bunri-u.ac.jp，HP http://www.jspc-home.com/in_forum.
html）

第 1回フッ素化学講習会 
「フッ素化学の基礎と応用」

主催　日本フッ素化学会
協賛　有機合成化学協会ほか

日　　時：7 月 24 日（木）
会　　場：京都工芸繊維大学 60 周年記念館 1F ホール（606─
8585 京都市左京区松ヶ崎橋上町，https://www.kit.ac.jp/
uni_index/access/）（オンライン併用）
講　　演：
開会の辞（日本フッ素化学会会長・福井大学）米沢晋
無機フッ素化学の新展開：基礎編（京都大学）松本一彦
無機フッ素化学の新展開：応用編（セントラル硝子（株））高橋幹
弘
有機フッ素化学の新展開：基礎編（群馬大学）網井秀樹
有機フッ素化学の新展開：応用編（AGC（株））岡添隆
高分子フッ素化学の新展開：基礎編（東京科学大学）稲木信介
高分子フッ素化学の新展開：応用編（ダイキン工業（株））匂坂重
仁
参加申込方法：フォーム（https ://forms .gle/1NtrXXY9xbn
8oong6）より申し込みください。
申込締切：7 月 18 日（金）（現地参加定員 100 名）
問 合 先：606─8585 京都市左京区松ヶ崎橋上町　京都工芸繊維
大学　今野勉（TEL 075─724─7504，e─mail:　konno@kit.ac.jp）
または，671─2280 姫路市書写 2167　兵庫県立大学　松尾𠮷
晃（TEL 079─267─4898，e─mail:　ymatsuo@eng.u-hyogo.ac.jp）
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第 59回有機反応若手の会
主催　有機反応若手の会
協賛　有機合成化学協会ほか

日　　時：9 月 24 日（水）～26 日（金）
会　　場：トーセイホテル＆セミナー幕張（習志野市茜浜 2─3─
2）
特別講演：小池隆司（日本工業大），笹森貴裕（筑波大），柴田哲
男（名古屋工業大），中村達（東北大），森啓二（東京農工大），
山田陽一（理研）
発表・参加申込締切：HP（h t t p s : / / sm a r c . c h i b a - u . j p /
wakate59/）よりお申し込みください。
問 合 先：263─8522 千葉市稲毛区弥生町 1─33　千葉大学大学
院理学研究院　荒井孝義（e─mail:　tarai@faculty.chiba-u.jp）

第 69回香料・テルペンおよび精油化学に 
関する討論会（TEAC2025）

主催　香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会
協賛　有機合成化学協会ほか

日　　時：11 月 1 日（土）～4日（火）
会　　場：徳島文理大学徳島キャンパス（徳島市山城町西浜傍
示 180）
特別講演：
・テルペン合成酵素を用いた複雑分子ハイブリッド合成への挑
戦（大阪公立大学）品田哲郎
・テルペンおよび精油成分に糖やアミノ酸が結合した化合物の
構造と生理活性に関する研究（信州大学）藤田智之
・天然物化学が食と人を豊かに健康に（徳島文理大学）山本博文
依頼講演：
・酸化と環化を利用したクロマン類の選択的合成（横浜国立大
学）星野雄二郎
・薬用・食用植物資源に含まれるテルペン・芳香族化合物のモ
ノトリ研究（近畿大学）森川敏生
・人にやさしく，環境にやさしい香料素材の研究開発（高砂香
料工業株式会社）江村誠
講演申込締切：7 月 4 日（金）
要旨原稿・参加申込締切：8 月 8 日（金）
参加費・申込方法：HPをご参照ください。
申込先・問合先：770─8514 徳島市山城町西浜傍示 180　徳島
文理大学薬学部生薬研究所内　第 69 回 TEAC 大会事務局　
山本博文（TEL 088─602─8487，FAX 088─655─3051，e─mail:　
2025teac69@bunri -u .ac . jp，URL https ://p .bunri -u .
ac.jp/2025teac69/）

＊ ＊ ＊

住木・梅澤記念賞 2025年度募集
対象研究業績：抗生物質を始めとする生物活性物質に関連した
優れた研究業績であって，将来の発展を期待しうるもの。た
だし，本会の刊行誌であるThe Journal of Antibiotics また
はThe Japanese Journal of Antibiotics に少なくとも 1報は

発表されていること。また，他の学会賞等，本賞と同等の賞
の受賞対象となっていないこと。
応募資格：教育研究機関，医療機関，企業その他の研究施設等
に所属し，現に研究に従事している研究者または研究グルー
プ。
応募方法：推薦者又は所属長の推薦状（必須）を添え，下記の申
請書類を 4月 1日～6月 30 日までに提出する。
・申請書，推薦状，候補者の履歴書，研究発表の一覧表
・研究オリジナル論文，今後の研究の展望
選考方法：選考委員会で授賞対象 2件以内（該当者がない場合
もある）を決定する。
授賞発表：原則として 11 月に授賞式・講演会を開催し，賞状，
賞牌及び副賞として研究助成金 100 万円を贈呈するととも
に，受賞者は受賞研究内容の発表講演を行う。また，受賞者
は，受賞対象研究業績に関する総説を本会刊行誌に投稿す
る。
そ の 他：副賞（100 万円）に関する経理は所属機関による機関
経理とする。また，受賞者が国外に居住する場合，受賞講演
に要する旅費のうち，国外の居住地と国内との間の旅費は支
給しない。
申請書の請求および提出先：141─0021 東京都品川区上大 2─
20─8　公益財団法人日本感染症医薬品協会（TEL 03─3491─
0181，e─mail:　gakkyo@antibiotics.or.jp，HP https://www.
antibiotics.or.jp/news/award-sumiki/overview/）

＊ ＊ ＊

Chemist Award BCA & Lectureship Award 
MBLA 2025の募集

対象分野：有機合成化学及びその関連分野
応募資格：①国内の大学またはこれに準ずる研究機関において
研究活動に従事し，2025 年 4 月 1 日の時点で満 40 歳未満の
研究者。なお，ライフイベント（出産・育児・介護）により研
究を中断（休職）した場合，その期間に相当する月数を年齢制
限の上限から延長する。②国籍は問わないが，日本国内の大
学または研究機関で実施された研究を対象とする。③他者の
推薦のある者。④各賞（BCA・学会賞・奨励賞・進歩賞）の
受賞経歴は問わない。
表　　彰：
「Chemist Award BCA」①記念品（盾）の授与，②財団ホーム
ページ，関連専門誌等での発表

「Lectureship Award MBLA」①万有シンポジウム（札幌，仙
台，福岡のいずれか）での研究内容の発表及び表彰式，②海
外の著名大学及び研究機関における講演（旅費支給），③財団
ホームページ，関連専門誌等での発表。
選考方法：選考委員会による選考を行う。「Chemist Award 
BCA」（数 名）：2025 年 10 月 頃 決 定 予 定。「Lectureship 
Award MBLA」（1名）：2026 年 2 月頃決定予定。
応募方法：ホームページからご応募ください。
応募締切：2025 年 8 月 20 日（水）
応募・問合先：102─8667 東京都千代田区九段北 1─13─12 北の
丸スクエア　公益財団法人 MSD 生命科学財団「BCA／
MBLA」事 務 局（E─mail:　chem@msd-life-science-foundation.
or.jp，URL https://www.msd-life-science-foundation.or.jp/
symp/bca/bca_entry.html
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